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第１予算審査特別委員会（第５日目） 1 

H25.3.19 (火)13：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会 １３：００ 4 

委 員 長 こんにちは。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は８名であります。遅刻の申し出は渡辺精郎委員であり 7 

ます。 8 

 これより本日の会議を開きます。 9 

 討論 10 

委 員 長 それでは、討論に入ります。 11 

 討論順序につきましては、初日に決定しておりますとおり、市民クラブ、新政 12 

会、公明党、渡辺精郎委員の順となりますが、審査の経過から会派代表に限ら 13 

ず討論を行いたいと思います。これに異議ありませんか。 14 

（異議なしの声あり） 15 

委 員 長 そのように決定いたします。 16 

 最初に、市民クラブ、窪之内委員。 17 

窪 之 内 市民クラブを代表して、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 18 

平成25年度滝川市一般会計予算及び議案第14号から第19号、議案第21号から第 19 

28号、議案第30号から第34号、議案第38号から第45号、議案第50号から第61号 20 

までの全ての議案を可とする立場で討論を行います。 21 

 初めに、政権がかわり、経済対策に力を入れるとの姿勢が示され、緊急経済対 22 

策補正予算も組まれましたが、先行きはまだ不透明であり、地方財政の活性化 23 

も図られている状況ではありません。また、滝川市の財政を支えている地方交 24 

付税も地方全体としては減額されるという厳しい財政環境の中で予算編成に当 25 

たられました市長を初め、市理事者並びに職員の皆様に敬意を表します。 26 

         新年度予算の中には、市単独予算での住宅改修支援事業補助金や小学校３、４ 27 

年生の35人以下学級の拡充を初め、子育て世代から高齢者まで幅広い市民の声 28 

を反映した施策の予算化が図られました。また、環境、農業、商業などの重要 29 

分野においても新規の施策が数多く盛り込まれたことを高く評価するものです。 30 

以下、歳出については款別に要望、意見を述べさせていただきます。 31 

         歳入、１、国の動向を的確につかみ、有利な財源の確保に努力されたい。２、 32 

市税収納率目標87.4パーセント、現年度分97.9パーセント、滞納繰り越し分11.6 33 

パーセントの達成は容易なことではありませんが、担当部局を先頭に引き続き 34 

全力を挙げられたい。また、納税が困難な方の相談業務を適切に行い、生活や 35 

営業実態に合わせた徴収に配意されたい。 36 

         歳出、１款議会費、議会改革特別委員会の答申を受けとめていただき、議会本 37 

会議のインターネット中継への予算化に感謝申し上げるとともに、議会として 38 

も市民に開かれた議会となるようさらなる推進に努力します。 39 

         ２款総務費、１、成果を上げてきている企業誘致活動に十分な予算を確保し、 40 

さらなる成果を上げるよう期待するものです。２、ストックマネジメント計画 41 

策定とあわせ、市役所庁舎の有効活用についても検討されたい。３、住民の地 42 

域での活動意欲を高め、地域のコミュニティを推進する未来へつなぐ市民力推 43 

進事業及び町内会等活動促進事業補助金の積極的な活用がなされるよう周知徹 44 
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底するとともに、各団体の支援に努力されたい。 45 

         ３款民生費、１、新年度の優先課題である社会福祉事業団への施設譲渡につい 46 

ては、問題点や課題を曖昧にすることなく徹底した協議を行うとともに、市と 47 

事業団との適切な関係についても必要な体制を確保されたい。２、保育所の保 48 

育士配置については、保育士の労働条件の向上と安全、安心な保育環境を維持 49 

していく観点から正規職員の比率を高めるよう努力されたい。３、生活保護法 50 

の改正により、９割の受給者へのマイナス影響が見込まれています。親切でわ 51 

かりやすい周知とともに、その後の生活実態をきちんと把握し、適切な対応を 52 

図られたい。 53 

         ４款衛生費、１、市民の健康を守るために各種予防接種及びがん検診の受診率 54 

向上を目指した取り組みを重視されたい。２、休日夜間急病センターの今後の 55 

方針については、慎重な検討を図られたい。３、ごみ処理料金の改正に当たっ 56 

ては事前に市民に周知徹底を図り、混乱を招かないよう留意されたい。 57 

         ５款労働費、緊急雇用創出事業の実施に当たっては、市内失業者の雇用を優先 58 

するとともに、継続雇用につなげる働きかけを強められたい。 59 

         ６款農林業費、１、新規就農者への新たな助成制度や２年目を迎えた滝川農業 60 

塾などを生かし、農業後継者確保に全力を挙げられたい。２、滝川グリーンズ 61 

の収支改善が計画どおりに進むよう、指導並びに協力体制のもとで知恵と力を 62 

傾けられたい。 63 

         ７款商工費、１、商店街のにぎわいづくりのためにもまちぷらを含め、空き店 64 

舗対策事業を強化されたい。２、丸加高原伝習館の民間活力による再生が成功 65 

するよう各方面へ情報提供を行うとともに、積極的なセールス活動を進められ 66 

たい。 67 

         ８款土木費、１、高齢化が進む本市において、除排雪は冬場の生活を支える重 68 

要な事業です。迅速、適切な除排雪に今後とも努力されたい。２、新規施策で 69 

ある住宅住みかえ事業を促進し、高齢者や子育て世代の支援につなげていかれ 70 

たい。３、新しいパークゴルフ場の開設へ向けた計画を促進するとともに、料 71 

金設定においては市民が気軽に利用できるような料金設定を基本とされたい。 72 

         ９款消防費、突然の災害にも対応できるよう日常的な訓練とともに、防災用機 73 

材整備や食糧の備蓄に努められたい。 74 

         10款教育費、１、学校教育費の保護者負担の軽減のため、さらなる努力をされ 75 

たい。２、少人数学級のさらなる拡大とともに、ＴＴや学校サポーターを配置 76 

した複数授業の拡大に努力し、全ての児童生徒に行き届いた授業に取り組まれ 77 

たい。３、給食費の公会計への移行を進めるに当たっては、事前の課題に適切 78 

に取り組まれ、計画に沿った移行を実現されたい。４、図書館のさらなる入館 79 

者増を目指し、新刊本の購入を進めるとともに、図書の適切な管理を引き続き 80 

推進されたい。 81 

         11款公債費、計画に沿った起債償還を進められたい。 82 

         12款諸支出金、土地開発公社解散へ向けた事務処理を遅滞なく行うとともに、 83 

市民負担の軽減を図るためにも所有する土地の販売に力を注がれたい。 84 

         14款職員費、１、職員採用における社会人枠の採用試験については、すぐれた 85 

能力確保のためにも採用試験の見直しを検討されたい。２、重要案件を初め、 86 

さまざまな情報が的確に幹部の間で共有されるよう十分に配慮されたい。３、 87 

障がい者を３名雇用したことを評価するとともに、今後とも積極的な雇用を進 88 



- ３ - 

 

められたい。 89 

         以上です。 90 

委 員 長 次に、新政会、坂井委員。 91 

坂  井 新政会を代表し、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 平成 92 

25年度滝川市一般会計歳入歳出予算及び関連議案を可とする立場で意見、要望 93 

を付して討論いたします。 94 

         平成25年度予算は、滝川市総合計画の２年目に当たり、将来の滝川を考える上 95 

で重要な１年になります。政権が自由民主党にかわり、国のこれまでのさまざ 96 

まな取り組み方も大きく変革している中、滝川市においても厳しい財政状況で 97 

国の経済成長戦略に歩調を合わせる形での予算編成には大変な苦労があったも 98 

のと推察します。この予算を確実に執行し、滝川経済のさらなる活性化に大き 99 

な効果が出ることを期待します。 100 

         歳入、安定財源のため、国、道の交付税や補助金等の確保に努めるとともに、 101 

市税等の収納率向上に鋭意努力され、生活困窮者にも配慮した徴収体制の強化 102 

を図られたい。 103 

         続きまして、歳出です。総務費、街路灯設置費補助金のＬＥＤ灯への拡大及び 104 

促進を評価します。市の関連施設においてもさらなる省エネの取り組みを図ら 105 

れたい。職員の超過勤務ついて、特定の個人に負担が偏らないよう適切な人員 106 

配置、業務分配を行うよう図られたい。 107 

         民生費、生活困窮者に対する支援、高齢者福祉の充実、子育て支援のさらなる 108 

拡充を図られたい。 109 

         衛生費、太陽光発電、風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーを滝川市の 110 

環境エネルギー政策の根幹と捉え、経済発展の観点からも担当部署を集約化し、 111 

戦略的に取り組まれたい。住宅用太陽光発電導入支援補助金を市の単独事業と 112 

なった平成25年度も前年度と同額の予算を確保されたことを評価します。今後 113 

の省エネ効果に期待します。 114 

         土木費、住宅住み替え支援事業補助金の新設は大いに評価いたします。北電公 115 

園についてですが、遊具の改修などに取り組んでいますが、百年記念塔の今後 116 

の扱い方も含め、周辺住民の要望を反映できるよう立地条件を生かした夏冬通 117 

して利用でき得る公園の整備を望みます。まち自慢のパークゴルフ場について、 118 

市民サービスか受益者負担かの方向性を示した上で来場者予測、入場料の設定 119 

を慎重に検討いただきたい。その上で、ふれ愛の里との相乗効果で外客誘致に 120 

取り組むべく設計を図られたい。また、無料18コースの場所、必要性の再考を 121 

願いたい。 122 

         続きまして、商工費、労働費、商店街等賑わいづくり事業、商業自主グループ 123 

活動助成事業の新規２事業補助金は、今後の新しい組織を育てる可能性の一歩 124 

として大いに評価いたします。広域観光推進事業は、前年度行ってきた事業を 125 

今年度育むべく他の市町と連携を密にし、今後の外客誘致に努められたい。ま 126 

た、それら事業に国際交流員のさらなる有効活用を図られたい。 127 

         農林業費、市長が掲げる世界に誇れる国際田園都市を実現するため、新規就農 128 

者対策の充実、農業生産法人の育成など畜産試験場跡地利用の促進が来年度の 129 

大きな課題であります。ワイン製造事業、農畜産業を核とした６次産業化に参 130 

加する企業の誘致を図られたい。 131 

         教育費、学校サポート事業については、子供たちの実態を十分に把握した上で 132 



- ４ - 

 

事業推進に努められたい。学校の魅力づくり補助金について、全校一律ではな 133 

く真に実践的な事業化に結びつける対応を望みます。要保護、準要保護就学及 134 

び給食費援助について、きめ細やかな配慮に努められたい。教育委員会関連施 135 

設の統合、廃止、再編を鑑みた施設のあり方に関して市長部局との協議を進め 136 

ていただきたい。 137 

         以上です。 138 

委 員 長 次に、公明党、堀副委員長。 139 

副委員長   公明党を代表し、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号 平成 140 

25年度滝川市一般会計歳入歳出予算及び関連議案に対し、その認定を可とする 141 

立場で討論いたします。 142 

         長く続いたデフレ経済による経済不況から、ようやく明るい兆しが見えてきま 143 

した。本市においても防災、減災に対し積極的に交付金を活用し、建設事業費 144 

21億円を超える見込みを大変評価します。この事業を契機に、本市の経済の活 145 

性化に全力で取り組むことが肝要と考えます。また、少子高齢化の進む中、厳 146 

しい財政を工面し、子育て応援、高齢者福祉に努力されたことに感謝いたしま 147 

す。以下、若干の意見を付して討論といたします。 148 

         総務費、１、業務の改善、改革に努力され、超過勤務を極力抑えるよう努めら 149 

れたい。２、街路灯のＬＥＤ化を評価します。費用対効果からも各町内会への 150 

啓蒙推進に努められたい。 151 

         民生費、１、生活保護の不正受給が全国的に問題になっているが、本市におい 152 

ても不正を許さない取り組みに努められたい。２、灯油の高騰時に対する福祉 153 

灯油を検討されたい。 154 

 衛生費、がん検診の受診率を高めるよう努められたい。 155 

 農林業費、本市の基幹産業である農家を力強い農業に育てるために努められた 156 

い。 157 

 商工費、丸加高原はキッズキャンプの本格始動もあり、大事な観光資源であり、 158 

花観光などと総合的に推進されたい。 159 

 土木費、１、画期的な住みかえ促進事業を大いに評価します。２、除排雪は市 160 

民の声を大事に対応されたい。３、インフラ整備は計画的に点検補修され、長 161 

寿命化に努められたい。また、事業は地元業者を優先的に活用されたい。４、 162 

パークゴルフ場は将来を見据えて検討されたい。 163 

 教育費、１、小中学校の耐震化を前倒しされたことを評価いたします。２、子 164 

供たちの無限の能力を引き出すために、さまざまな環境づくりに努められたい。 165 

         以上を申し上げ、討論といたします。 166 

委 員 長 最後に、渡辺精郎委員。 167 

渡  辺 市民の声連合の渡辺精郎です。私は、第１予算審査特別委員会に付託されまし 168 

た議案第１号 平成25年度一般会計予算案を可とする立場で討論いたします。 169 

また、予算関連議案も全て可とする立場であります。 170 

         まずは、この困難な予算案の作成に努力されました市長、市理事者を初め、関 171 

係職員の皆様に対しまして厚くお礼を申し上げます。概して予算総額等は前田 172 

市長のもと、妥当な財政運営がなされることを期待しているところであります。 173 

前田市政になってから初めての第１予算審査特別委員会での審査であります。 174 

私の信念にこだわっての主張もありますので、ぜひ今年度の財政運営の参考に 175 

していただきたいと思います。 176 
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         まず、総務費からであります。コミセンの管理委託料についてであります。各 177 

公共施設の管理代行負担金にそれぞれ格差が大きいことであります。ことしか 178 

ら７公民館は全てコミセンの名称になるわけですが、全コミセンで1,998万円で 179 

１館当たり単純計算で166万円であります。そのまま166万円が渡るわけではあ 180 

りません。このとき残っている音楽公民館は195万円であります。600万円程度 181 

の中央老人センターは、お風呂の入浴料金も委託料上積みであります。青年体 182 

育センターは、実に5,344万円であります。青年体育センターは、決して無料で 183 

市民に使わせていませんので、それなりの収入があって、コミセン13館全部の 184 

2.6倍の委託料であります。なぜこのような大きな差別的委託料なのか、修正し 185 

ていかなければなりません。各コミセンでは、運営委員が犠牲的、献身的なボ 186 

ランティア活動で赤字を出さぬように運営しているのであります。秋、春の庭 187 

木の冬囲い作業、夏の全館窓ガラス拭き、調理室の整備、食器の購入等々、そ 188 

して今どきの灯油の高騰であります。市直営の施設は、灯油代の補正予算はあ 189 

ってもコミセンでは我が会計から爪に火をともすようにして節約にこれ努めて 190 

いるのであります。せめて音楽公民館並みに、そして運営委員の役員手当をわ 191 

ずかでも支給するのが市の礼儀ではございませんか。市長として精査してみて 192 

はいただけないでしょうか。ウエルカム・プロジェクトの予算は少ないのであ 193 

りますが、係は熱心に仕事をこなしております。この仕事は、市長の国際田園 194 

都市構想とも関連して、ぜひ江部乙の夕陽のきれいな西向きの斜面にモデルハ 195 

ウスを建てて移住促進のかなめへと発展されることを期待いたします。市庁舎 196 

の太陽光発電のモデルを生かし、個人の住宅にも拡大する施策が望まれます。 197 

経費に見合う発電能力は長い期間かかりそうですが、若い年齢層の世帯に広め 198 

ることが大切です。それは、長い目でエネルギー政策として脱原発の世をつく 199 

る基本的な問題であります。 200 

         次は、民生費です。社会のひずみが地方自治体の福祉行政に重くのしかかって 201 

きます。数年前に起きた生活保護不正事件のような部、課の一部の係の中で秘 202 

密にしながら巨額の生活保護費が不正に請求され、これに応じるようにだまさ 203 

れたといって不正に巨額の支給がなされるような市のシステムは解消されたと 204 

思いますし、これらの費用が財政の常識の範囲で公平に支給されることであり 205 

ます。しかし、一方で社会福祉事業団に委託している新生園の運営が特定の人 206 

たちの思惑でアイガモ事業がストップすることは絶対に許されないことであり 207 

ます。3,000万円も支出する新生園の経営を市が強力な指導力で正常化されるこ 208 

とを期待いたします。第三セクターは、議会の一般質問がなじまないことを逆 209 

手に勝手な経営は許されません。 210 

         衛生費ですが、我々の健康に直結した大切な仕事です。保健活動、感染予防、 211 

がん検診、母子保健事業、栄養改善指導などが市民の家庭に周知徹底するよう 212 

努力していただきたいと思います。また、中・北空知廃棄物処理場の完成でエ 213 

ネクリーンのもと、ごみ処理はスムーズになるでしょうが、このことで市民の 214 

直接負担がふえないように努力していただくことであります。 215 

         農林業費では、農業経営者の高齢化と担い手問題は将来の滝川農業の大きな問 216 

題です。そこにＴＰＰ交渉参加を安倍内閣は決めました。今後の推移を見守る 217 

しかありませんが、滝川市としてどのように農業を守るかが問われてきます。 218 

その中にも園芸、特に特産だった江部乙リンゴの再生に努力していただきたい 219 

と思います。また、滝川ふれ愛の里の経営は危機を迎えることのないように市 220 
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は指導すべきであります。同時に、市民の利用を呼びかけるべきであります。 221 

全ての三セクが市民から見放されることのないような経営と市民の協力を呼び 222 

かけることであります。 223 

         商工業費です。花観光として丸加高原のコスモス畑の費用に関連して、１％事 224 

業で該当しなかったキッズキャンプへのラベンダー苗の寄贈もこの費用で実現 225 

していただきたいのであります。キッズキャンプへの観光客は、ラベンダーの 226 

花に期待していることは事務局が証言しているのであります。質疑では、係と 227 

しては全く覚え、関心がないようでありますが、市長は昨年９月の本会議質問 228 

をしっかり意識されていると思います。善処されるよう望みます。丸加高原伝 229 

習館も再び滝川市の直営で頑張るというのでありますが、果たしてうまくいく 230 

のでしょうか。さきの2,400万円程度の委託料での業者と市の直営では、どのよ 231 

うな違いで成功するのか疑問ですが、もう後がなくなります。商業振興は、滝 232 

川市とともに市民の願いであります。しかし、中心街活性化、ベルロード振興 233 

などは支援施策に対して市民の忌憚のない意見はシビアで、中心市街地の繁栄 234 

も衰退も一般市民には関心事ではないという時代が来ております。 235 

         土木費です。前田市長と私の不一致課題の一つでした道路新設改良費でありま 236 

すが、昨年の予算を多く計上しましたので、ことしの予算は極めて少ないので 237 

すが、このようなときはトップダウンでも住宅街の穴ぼこ道路の補修費はきち 238 

んと計上し、道路の補修に力を入れるなど市民の目線で道路工事に力を発揮し 239 

てください。また、私の除雪、排雪論は市民に支持されること受け合いであり 240 

ます。毎回の本会議を深刻に受けとめ、車社会をつくってしまった今、雪を克 241 

服することが自治体の大きな役割になっております。必要なときは、補正予算 242 

を計上してでも市民生活が安心、安全な滝川市をつくっていくことが必要と考 243 

えます。 244 

         最後は、教育費です。教育にはお金がかかるのであります。家庭においても国 245 

においてもその経費は莫大なものです。国家百年の計は教育にありと言われて 246 

おります。前田市政の４年の成果は教育費にありではないでしょうか。教育費 247 

については多くの討論をしたいのですが、主張が散漫になりますので、極めて 248 

象徴的なところを述べて前田市長の参考にしていただきたいと思います。教育 249 

費の質疑で私は14年間、主張を続けてきた問題があります。それは、この教育 250 

費で最も大切なことは教職員の配置とともに、学校の教材教具費と主張してま 251 

いりました。市教委は、算定基礎に児童生徒数を上げておりますが、基本とす 252 

る金額が不足ですから、掛け算をしても総額は10年、20年経過しても同じよう 253 

な額であります。電子黒板やコンピュータで学力が上がるものではありません。 254 

各教科ごと、カリキュラムごとに教えるのに最適な教材や教具を教員がしっか 255 

り整えて準備して授業に臨まなければいけません。学習指導要領が４年ごとに 256 

変わり、教科書や教える内容が変われば、当然教材や教具も新しくしなければ 257 

なりません。その中でも理科や技術・家庭科、外国語などは顕著です。特に理 258 

科は実験用具が高く、例えば今風の放射能測定器は昔から売られておりますが、 259 

市内の中学校でどれだけ整えられているでしょうか。学力とは、テストの点数 260 

が高ければそれでよいというものではないのであります。児童生徒が将来を背 261 

負う知識と技能を身につけ、生きて働く学力が大切であります。では、教育費 262 

をやたらにふやせないというシーリング枠の論でいえば、体育施設費としての 263 

体育協会や体育施設の運営管理費等をシビアに精査してみてください。そして、 264 
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学校の教材教具費を倍増してみてください。学力は、そんなところに依拠する 265 

面が多いということを申し上げ、前田市長になってから初の第１予算審査特別 266 

委員会でありますので、少し長目になりましたが、市民の声連合の討論といた 267 

します。 268 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 269 

 討論要旨につきましては、整理して３月29日までに事務局へ提出してください。 270 

 採決 271 

委 員 長 これより 272 

 議案第１号 平成25年度滝川市一般会計予算 273 

 議案第14号 滝川市保健福祉部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 274 

の特例に関する条例 275 

 議案第15号 滝川市農政部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間の特 276 

例に関する条例 277 

 議案第16号 滝川市新型インフルエンザ等対策本部条例 278 

 議案第17号 滝川市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する条例 279 

 議案第18号 滝川市準用河川管理施設等構造条例 280 

 議案第19号 地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を 281 

講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例 282 

の整備等に関する条例 283 

 議案第21号 滝川市教育支援センター条例の一部を改正する条例 284 

 議案第22号 滝川市コミュニティセンター条例等の一部を改正する条例 285 

 議案第23号 滝川市民会館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する条例 286 

 議案第24号 滝川市美術自然史館条例及び滝川市郷土館条例の一部を改正する 287 

条例 288 

 議案第25号 滝川市丸加高原健康の郷条例の一部を改正する条例 289 

 議案第26号 滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例 290 

 議案第27号 滝川市都市公園条例の一部を改正する条例 291 

 議案第28号 滝川市普通河川管理条例及び滝川市準用河川流水占用料等徴収条 292 

例の一部を改正する条例 293 

 議案第30号 滝川市森のかがく活動センター条例を廃止する条例 294 

 議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター） 295 

 議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（保育所） 296 

 議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（児童館） 297 

 議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（老人福祉センター） 298 

 議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター） 299 

 議案第39号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター北地 300 

区分館） 301 

 議案第40号 公の施設の指定管理者の指定について（就労継続支援施設） 302 

 議案第41号 公の施設の指定管理者の指定について（身体障害者福祉センター 303 

等） 304 

 議案第42号 公の施設の指定管理者の指定について（転作研修センター） 305 

 議案第43号 公の施設の指定管理者の指定について（総合交流ターミナルたき 306 

かわ） 307 

 議案第44号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里及び池の前水 308 
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上公園の一部） 309 

 議案第45号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティ防災センタ 310 

ー） 311 

 議案第50号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 312 

する支援に関する事務の受託について（芦別市） 313 

 議案第51号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 314 

する支援に関する事務の受託について（赤平市） 315 

 議案第52号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 316 

する支援に関する事務の受託について（砂川市） 317 

 議案第53号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 318 

する支援に関する事務の受託について（歌志内市） 319 

 議案第54号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 320 

する支援に関する事務の受託について（美唄市） 321 

 議案第55号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 322 

する支援に関する事務の受託について（奈井江町） 323 

 議案第56号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 324 

する支援に関する事務の受託について（新十津川町） 325 

 議案第57号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 326 

する支援に関する事務の受託について（上砂川町） 327 

 議案第58号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 328 

する支援に関する事務の受託について（浦臼町） 329 

 議案第59号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 330 

する支援に関する事務の受託について（雨竜町） 331 

 議案第60号 石狩川流域下水道効果促進事業（汚泥等受入施設建設事業）に対 332 

する支援に関する事務の受託について（月形町） 333 

 議案第61号 滝川市の公の施設の新十津川町民の利用について 334 

 の40件を一括採決いたします。 335 

 本案をいずれも可とすべきものと決することに異議ありませんか。 336 

（異議なしの声あり） 337 

委 員 長 異議なしと認めます。 338 

 よって、本案はいずれも可とすべきものと決しました。 339 

 お諮りいたします。委員長報告書につきましては、正副委員長にご一任願えま 340 

すか。 341 

（異議なしの声あり） 342 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 343 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 344 

 挨拶 345 

委 員 長     この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 346 

市  長 木下委員長、そして堀副委員長を初め、第１予算審査特別委員の皆様方におか 347 

れましては付託されました議案につきまして精力的に審査、ご議論をいただき 348 

ましてまことにありがとうございました。そして、ただいまいずれも可として 349 

ご採決賜ったことに改めてお礼を申し上げる次第でございます。 350 

         今回可としていただいた来年度の予算につきましては、付された意見を慎重に 351 

参考としながら執行に邁進してまいりたいと思っておりますので、今後ともご 352 
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協力、ご指導のほどよろしくお願いを申し上げたいと思います。 353 

         一言、私からのお礼とさせていただきます。大変ありがとうございました。 354 

委 員 長 一言ご挨拶を申し上げます。５日間にわたって審議をしてまいりました。ふな 355 

れなこともあり、皆様にご迷惑をおかけする場面もたくさんあったと思います 356 

が、委員の皆さんの適切な質疑、そして職員の皆さんの親切丁寧な説明により 357 

大変スムーズな委員会運営が行えたと思っております。心よりお礼申し上げま 358 

す。これから新年度を迎えるに当たり、委員、そして職員の皆さんにはこれま 359 

で以上に市民の皆様の生活を守るために邁進していただくとともに、私自身も 360 

全力で市民の皆さんのために頑張っていきたいと考えております。 361 

         最後に、本審議に対する皆さんのご協力に大変感謝し、改めてお礼を申し上げ 362 

ましてご挨拶とさせていただきます。本当にありがとうございました。 363 

 以上で第１予算審査特別委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 364 

閉  会 １３：４０ 365 

 366 


